
広報No.717

12月
号

2014年（平成26年）

広
報
Nonoichi City
Public Relations

功労・功績をたたえて
ののいちマナビィフェスタ2014
［トピックス］まちづくり基本条例案を12月議会に上程　

市民一人一人の
意識を高め、防火の徹底を！

写真：秋季火災予防運動防火パレード（11月9日）



3　広報野々市　2014．12月号 広報野々市　2014．12月号　2

野
々
市
市
表
彰

特
別
功
労
表
彰

宮
崎　
昭
男
（
稲
荷
二
丁
目
）

市
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
長
と
し
て
、
地

域
福
祉
の
充
実
に
貢

献
さ
れ
る
と
と
も

に
、
各
種
協
議
会
委

員
と
し
て
市
勢
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
る
。

自
治
功
労
表
彰

上
野　
喜
紹
（
本
町
五
丁
目
）

本
町
五
丁
目
町
内
会

長
と
し
て
、
市
勢
の

発
展
に
貢
献
さ
れ

る
。

中
村　
三
朗
（
上
林
二
丁
目
）

農
業
委
員
会
委
員
お

よ
び
同
委
員
会
会
長

と
し
て
、
農
業
行
政

の
発
展
に
貢
献
さ
れ

る
。

中
野　
富
茂
治
（
三
納
二
丁
目
）

農
業
委
員
会
委
員
と

し
て
、
農
業
行
政
の

発
展
に
貢
献
さ
れ

る
。

田
村　
泰
子
（
本
町
二
丁
目
）

男
女
共
同
参
画
審
議

会
委
員
と
し
て
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
る
。

漆
原　
伸
秀
（
粟
田
二
丁
目
）

生
活
安
全
審
議
会
委

員
と
し
て
、
防
犯
お

よ
び
交
通
安
全
対
策

の
推
進
に
貢
献
さ
れ

る
。

山
口　
直
（
三
納
二
丁
目
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
委
員
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
る
。

森
田　
敦
志
（
本
町
三
丁
目
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議

会
委
員
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
る
。

市
本　
仁
子
（
稲
荷
二
丁
目
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
る
。

地
域
功
労
表
彰

北
村　
倫
子
（
本
町
一
丁
目
）

食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
、
市
民
の
健

康
意
識
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
表
彰

中
村　
優
太
（
扇
が
丘
）

第
68
回
国
民
体
育
大

会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

少
年
男
子
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル

66
㎏
級　
第
５
位

平
成
25
年
度
風
間
杯

第
57
回
全
国
高
等
学

校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ

大
会　

個
人
対
抗
戦

66
㎏
級　
第
３
位

材
木　
聖
史
（
堀
内
五
丁
目
）

第
68
回
国
民
体
育
大

会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

成
年
男
子
グ
レ
コ

ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

１
２
０
㎏
級

第
５
位

中
村　
正
男
（
粟
田
二
丁
目
）

人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
人
権
擁
護
の
思

想
普
及
に
貢
献
さ
れ

る
。

大
地
原　
顕
重
（
御
経
塚
三
丁
目
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
ま
た
民

生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長
を
務
め
、

住
民
福
祉
の
増
進
に

貢
献
さ
れ
る
。

山
﨑　
邦
昭
（
白
山
町
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
る
。

福
田　
英
夫
（
二
日
市
町
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
る
。

田
川　
修
身
（
扇
が
丘
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
る
。

平
山　
美
和
子
（
住
吉
町
）

第
32
回
全
日
本
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会　
フ
リ
ー
女
子

シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝

清
水　
洸
希
（
本
町
五
丁
目
）

平
成
26
年
度
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大

会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

大
会　

三
笠
宮
賜
杯

第
61
回
全
国
高
等
学

校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会

学
校
対
抗
戦　
優
勝

清
水　
優
磨
（
粟
田
一
丁
目
）

平
成
25
年
度
第
92
回

全
国
高
等
学
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会　

準
優
勝

藤
村　
沙
妃
（
本
町
二
丁
目
）

平
成
26
年
度
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
大
会　

高
松
宮
記

念
杯
第
65
回
全
国
高

等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会

女
子
学
校
対
抗

第
３
位

向
田　
英
夫
（
押
越
一
丁
目
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
る
。

竹
村　
仁
（
粟
田
二
丁
目
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
る
。

小
川　
秀
子
（
粟
田
六
丁
目
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
る
。

北
岸　
正
彦
（
清
金
一
丁
目
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
る
。

森　
敏
明
（
新
庄
四
丁
目
）

民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
る
。

11
月
３
日
㈪
、
文
化
の
日
に
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
で
表
彰
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
表
彰
は
30
人
１
団
体
、
市
教
育
委

員
会
表
彰
は
13
人
、市
文
化
協
会
表
彰
は
10
人
、市
体
育
協
会
表
彰
は
40
人
４
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
彰
者
は
、

次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）。

功
労 

功
績
を
た
た
え
て

平
成
26
年
度
　
野
々
市
市
表
彰
、教
育
委
員
会
表
彰
、文
化
協
会
表
彰
、体
育
協
会
表
彰



5　広報野々市　2014．12月号 広報野々市　2014．12月号　4

野
々
市
市
立
布
水
中
学
校　

男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
押
野
二
丁
目
）

平
成
26
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会　

第
44
回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会　
優
勝

黒
島　
啓
之
（
二
日
市
町
）

平
成
25
年
度
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

Ｕ
─
16
日
本
代
表

チ
ー
ム
の
ア
シ
ス
タ

ン
ト
コ
ー
チ
と
し

て
「
第
３
回
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ　
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ　
Ｕ

─
16
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
」
第
３
位
に
導
く
。

小
田
原　
誠
（
加
賀
市
）

布
水
中
学
校
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
顧
問
と
し
て
「
平

成
26
年
度
全
国
中
学

校
体
育
大
会　

第
44

回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
優
勝
に
導
く
。

森
田　
智
大
（
押
野
三
丁
目
）

布
水
中
学
校
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
顧
問
と
し
て
「
平

成
26
年
度
全
国
中
学

校
体
育
大
会　

第
44

回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
優
勝
に
導
く
。

丸
山　
順
孝
（
扇
が
丘
）

音
楽
文
化
協
会
に
お
い
て
監
事
、理
事
、

理
事
長
、
文
化
協
会
の
役
員
を
務
め
ら

れ
た
。
野
々
市
市
民
合
唱
団
の
設
立
に

尽
力
し
た
り
、
Ｊ
ｒ
．
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

バ
ン
ド
の
顧
問
と
し
て
設
立
運
営
し
、

後
継
者
育
成
に
努
め
地
域
音
楽
文
化
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

吉
倉　
三
喜
男
（
清
金
三
丁
目
）

民
謡
協
会
の
理
事
、
文
化
協
会
の
理
事

を
務
め
ら
れ
、
会
の
運
営
や
後
継
者
育

成
に
尽
力
さ
れ
た
。
平
成
20
年
に
は
金

沢
市
民
謡
協
会
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
優

勝
、
そ
の
他
石
川
県
民
謡
協
会
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
を
数
件
果
た
す
な
ど
の
成

績
を
収
め
、
日
本
民
謡
の
普
及
に
尽
力

さ
れ
た
。

庭
田　
み
さ
子
（
太
平
寺
三
丁
目
）

茶
道
協
会
の
発
起
人
の
一
人
と
し
て
苦

労
さ
れ
、
庶
務
幹
事
を
務
め
ら
れ
た
。

平
成
10
年
に
は
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
さ

れ
た
。
マ
ナ
ビ
ィ
フ
ェ
ス
タ
や
椿
ま
つ

り
な
ど
の
席
を
担
当
し
、
協
会
の
円
滑

な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
。

村
上　
慎
市
（
稲
荷
三
丁
目
）

能
楽
愛
好
会
に
お
い
て
副
会
長
、
事
務

局
長
、
文
化
協
会
の
理
事
、
常
任
理
事

を
歴
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
に

は
宝
生
流
教
授
嘱
託
会
理
事
長
表
彰
を

受
賞
し
、
会
員
お
よ
び
子
供
た
ち
の
指

導
に
尽
力
さ
れ
た
。

的
場　
翔
大
（
白
山
町
）

第
66
回
石
川
県
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

男
子
４
０
０
ｍ　
優
勝（
大
会
新
記
録
）

長
島　
知
里
（
稲
荷
三
丁
目
）

第
35
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

水
泳
競
技　
１
０
０
ｍ
自
由
形　
優
勝

第
67
回
石
川
県
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

１
０
０
ｍ
自
由
形　
優
勝（
大
会
新
記
録
）

髙
野　
晃
（
太
平
寺
四
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会　

武
術
太
極
拳
競
技　
10
回
出
場

徳
成　
美
都
子
（
太
平
寺
三
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技　
10
回
出
場

久
安　
誠
（
清
金
三
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

ゴ
ル
フ
競
技　
10
回
出
場

奥
村　
麻
央
（
下
林
四
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技　
10
回
出
場

入
賞
５
回

井
川　
や
よ
い
（
粟
田
一
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
12
回
出
場

青
木　
加
那
子（
金
沢
市
太
陽
が
丘
３
丁
目
）

石
川
県
民
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
10
回
出
場

山
下　
拓
也
（
三
日
市
町
）

石
川
県
民
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
10
回
出
場

加
巳
野　
真
也
（
粟
田
三
丁
目
）

第
68
回
国
民
体
育
大
会
（
軟
式
野
球
）

出
場

山
岸　
健
一
（
粟
田
二
丁
目
）

第
68
回
国
民
体
育
大
会（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

出
場

真
田　
貴
輝
（
本
町
一
丁
目
）

第
17
回
高
等
学
校
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権

大
会　
春
高
ボ
ウ
リ
ン
グ
石
川
大
会　

出
場

長
田　
有
加
（
御
経
塚
一
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
40
回
記
念　

全
日
本
ク
ラ
ブ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
出
場

鍋
島　
美
央
（
押
越
一
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
40
回
記
念　

全
日
本
ク
ラ
ブ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会　
出
場

田
熊　
有
紗
（
上
林
四
丁
目
）

第
６
回
全
日
本
ユ
ー
ス
（
Ｕ
─
15
）
水
球

競
技
選
手
権
大
会

−

桃
太
郎
カ
ッ
プ

−

出
場

第
36
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
球
競
技
大
会　
出
場

菅
野　
祐
萌
（
御
経
塚
三
丁
目
）

第
36
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会　
出
場

直
江　
玲
皇
（
御
経
塚
三
丁
目
）

第
36
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
球
競
技
大
会　
出
場

第
37
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会

（
水
球
）
出
場

石
過　
祐
樹
（
鹿
島
郡
中
能
登
町
）

布
水
中
学
校
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
コ
ー
チ
と
し
て

「
平
成
26
年
度
全
国

中
学
校
体
育
大
会　

第
44
回
全
国
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
優
勝
に
導
く
。

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
振
興
表
彰

八
坂　
啓
太
（
御
経
塚
一
丁
目
）

第
34
回
北
信
越
国
民
体
育
大
会　
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
成
年
男
子　
優
勝

東　
佳
希
（
本
町
一
丁
目
）

第
34
回
北
信
越
国
民
体
育
大
会　
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技　
少
年
男
子　
優
勝

藤
波　
諒
太
郎
（
本
町
五
丁
目
）

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
レ
ス

リ
ン
グ
北
信
越
大
会　
個
人
対
抗
戦

50
㎏
級　
優
勝

平
成
25
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会　
東
海
・
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
大
会　
カ
デ
ッ
ト
の
部

50
㎏
級　
優
勝

清
水　
蛍
汰
（
本
町
五
丁
目
）

平
成
26
年
度
北
信
越
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会　
第
50
回
北
信
越
高
等
学
校
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会　
個
人
対
抗
戦

50
㎏
級　
優
勝

高
木　
由
次
（
堀
内
五
丁
目
）

能
楽
愛
好
会
に
お
い
て
会
計
監
査
、
文

化
協
会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
た
。
会
員

の
模
範
と
な
り
裏
方
と
し
て
尽
力
さ
れ

た
。

文
化
奨
励
表
彰

塚
本　
千
代
子
（
御
経
塚
一
丁
目
）

民
謡
協
会
の
理
事
を
務
め
、
会
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
か
つ
会
員
の
模
範
と
し

て
、日
本
民
謡
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
。

体
育
協
会
表
彰

体
育
功
労
賞

関
沢　
榮
（
粟
田
六
丁
目
）

市
弓
道
協
会
に
お
い
て
昭
和
58
年
か
ら

理
事
・
副
会
長
を
歴
任
し
、
現
在
も
副

会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
協
会

の
発
展
お
よ
び
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

水
上　
桂
子
（
上
林
四
丁
目
）

第
12
回
全
日
本
エ
ル
デ
ス
ト
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　
出
場

濱
内　
惠
子
（
矢
作
三
丁
目
）

第
12
回
全
日
本
エ
ル
デ
ス
ト
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　
出
場

槻　
光
太
（
本
町
六
丁
目
）

第
56
回
選
抜
高
校
相
撲
宇
佐
大
会　
出

場
小
原　
悠
弥
（
押
越
二
丁
目
）

第
56
回
選
抜
高
校
相
撲
宇
佐
大
会　
出

場

文
化
協
会
表
彰

文
化
功
労
賞

星
場　
外
也
（
堀
内
二
丁
目
）

盆
栽
愛
好
会
に
お
い
て
庶
務
、
会
長
、

顧
問
、文
化
協
会
理
事
を
務
め
ら
れ
た
。

平
成
21
年
に
は
自
治
功
労
賞
を
受
賞
さ

れ
、
特
に
「
初
夏
の
盆
栽
展
」
で
は
現

在
も
代
表
を
務
め
て
お
り
、
市
に
お
け

る
文
化
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

小
林　
清
（
徳
用
町
）

俳
句
協
会
に
お
い
て
副
会
長
、
会
長
、

文
化
協
会
の
常
任
理
事
を
務
め
ら
れ

た
。
会
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
か
つ
会
員

の
模
範
と
し
て
、
会
の
運
営
や
後
継
者

育
成
学
童
の
俳
句
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
。

文
化
振
興
賞

中
村　
昭
一
（
田
尻
町
）

野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
保
存
会
の
理
事

を
務
め
ら
れ
た
。
リ
ー
ダ
ー
的
か
つ
会

員
の
模
範
と
し
て
尽
力
し
、
特
に
市
指

定
文
化
財
「
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
」

の
囃
子
方
笛
の
部
主
任
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
。

森
田　
外
代
美
（
粟
田
四
丁
目
）

文
化
協
会
理
事
、
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら

節
保
存
会
の
理
事
を
務
め
れ
ら
た
。
会

の
運
営
や
市
内
外
で
の
踊
り
指
導
な
ら

び
に
イ
ベ
ン
ト
出
演
に
携
わ
り
、
郷
土

芸
能
「
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
節
、踊
り
」

の
知
名
度
を
高
め
た
。

吉
田　
瑛
介
（
野
代
一
丁
目
）

第
36
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
球
競
技
大
会　
出
場

第
37
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会

（
水
球
）
出
場

木
村　
太
亮
（
中
林
五
丁
目
）

第
36
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
球
競
技
大
会　
出
場

喜
多　
佳
佑
（
太
平
寺
二
丁
目
）

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
74
㎏
級　
出
場

第
30
回
全
国
高
校
生
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
選
手
権
大
会　
74
㎏
級　
出

場
清
水　
大
世
（
御
経
塚
五
丁
目
）

文
部
科
学
大
臣
杯
第
57
回
小
学
生
・
中

学
生
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会　
出
場

山
本　
佳
奈
（
住
吉
町
）

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
弓
道
）
出
場

福
田　
葵
（
矢
作
三
丁
目
）

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
弓
道
）
出
場

鈴
木　
優
（
菅
原
町
）

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
登
山
）
出
場

新
長　
美
空
（
菅
原
町
）

第
48
回
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大

会　
出
場

餅
木　
健
人
（
本
町
六
丁
目
）

平
成
26
年
度
（
第
52
回
）
全
国
高
等
学

校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会　

出
場
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1
０
０
０
万
円
以
上(

税
込
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
分
入
札

■
（
街
路
）
扇
が
丘
中
央
線
整
備
事
業

　
街
路
築
造
工
事　
第
３
工
区

予
定
価
格　
２
１
７
０
万
８
千
円

落
札
価
格　
２
０
８
４
万
４
千
円

落
札
者　
㈱
野
々
市
工
建

■
公
共
下
水
道
事
業　
汚
水
管
布
設
工
事

　
二
日
市
第
二
処
理
分
区　
第
51
工
区

予
定
価
格　
１
０
８
０
万
円

落
札
価
格　
１
０
２
０
万
６
千
円

落
札
者　
㈱
升
方
工
務
店

■
公
共
下
水
道
事
業　
汚
水
管
布
設
工
事

　
二
日
市
第
二
処
理
分
区　
第
52
工
区

予
定
価
格　
１
４
４
７
万
２
千
円

落
札
価
格　
１
４
０
４
万
円

落
札
者　
㈱
河
合
組

入
札
結
果

▽
野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
市
立
学
校
へ
図
書
閲
覧
テ
ー
ブ
ル
３
台

お
よ
び
椅
子
20
脚
（
総
額
70
万
円
）
を
寄

贈
さ
れ
、
教
育
行
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
。

▽
北
本　
正
氏

　
市
の
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、
６

期
11
年
に
わ
た
り
委
員
を
務
め
ら
れ
、
市

の
都
市
計
画
行
政
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
。

▽
高
橋　
　
繁
氏

▽
西
村　
裕
之
氏

▽
永
野　
勝
章
氏

▽
北　
　
勝
之
氏

▽
川
浦　
　
晋
氏

　
市
の
交
通
安
全
推
進
隊
員
と
し
て
、
交

通
安
全
対
策
に
貢
献
さ
れ
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
ふ
る
さ
と
納
税
へ

▽
小
笹　
茂
生
様
（
白
山
市
）
か
ら

�

１
万
円

■
市
福
祉
基
金

▽
市
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
様
か
ら

�

５
万
３
１
９
１
円

市
感
謝
状

ご
寄
附

■
26
─
34　
柳
町
土
地
区
画
整
理
事
業
に

　
伴
う
配
水
管
布
設
工
事　
第
２
工
区

予
定
価
格　
１
２
４
２
万
円

落
札
価
格　
１
１
６
６
万
１
８
４
０
円

落
札
者　
㈱
橋
設
備
工
業

■
本
町
新
庄
線　
舗
装
修
繕
工
事

予
定
価
格　
１
０
７
４
万
６
千
円

落
札
価
格　
１
０
０
９
万
８
千
円

落
札
者　
㈱
金
沢
舗
道

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
張
芝
工
事

　
第
１
工
区

予
定
価
格　
１
２
９
０
万
６
千
円

落
札
価
格　
１
２
２
５
万
８
千
円

落
札
者　
古
源
造
園

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
張
芝
工
事

　
第
２
工
区

予
定
価
格　
１
４
９
０
万
４
千
円

落
札
価
格　
１
４
２
２
万
３
６
０
０
円

落
札
者　
㈲
絹
川
造
園

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
張
芝
工
事

　
第
３
工
区

予
定
価
格　
１
５
６
６
万
円

落
札
価
格　
１
４
８
２
万
８
４
０
０
円

落
札
者　
㈱
ア
ル
フ
ァ
ー
グ
リ
ー
ン

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
張
芝
工
事

　
第
４
工
区

予
定
価
格　
１
５
７
６
万
８
千
円

落
札
価
格　
１
５
０
０
万
１
２
０
０
円

落
札
者　
沢
初
造
園

■
北
西
部
公
園
整
備
事
業　
張
芝
工
事

　
第
５
工
区

予
定
価
格　
１
６
１
４
万
６
千
円

落
札
価
格　
１
５
２
４
万
９
６
０
０
円

落
札
者　
㈲
沢
村
造
園　

関
西
野
々

市
会
の
総
会

と
懇
親
会

が
10
月
25
日

㈯
、
大
阪
市

淀
川
区
の
ホ

テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
会
員

ら
８
人
が
出

席
し
ま
し

た
。
懇
親
会

で
は
、
地
域

福
祉
計
画
の

概
要
や
病
院
・
診
療
所
数
の
増
加
が

話
題
に
上
り
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た

野
々
市
の
福
祉
に
つ
い
て
「
い
く
つ

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
野
々
市
。
な
ん
だ
か
野
々

市
に
帰
り
た
く
な
っ
て
き
た
よ
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
総
会
や
懇
親
会
を
開
催
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ん
は
広
報
や
ふ
る
さ
と
特

産
品
を
通
じ
て
市
の
今
を
知
り
、
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

年

会

費　
３
千
円

問
い
合
わ
せ　
総
務
課

☎
２
２
７・６
０
２
６

叙
勲
受
章
者
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

関西野々市会
市
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
で

つ
く
る
東
京
野
々
市
会
・
関
西
野
々

市
会
の
会
員
募
集

六
郷　
勇
志
（
堀
内
三
丁
目
）

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
陸
上
）
出
場

井
上　
泰
智
（
新
庄
三
丁
目
）

第
44
回
日
本
少
年
野
球
春
季
全
国
大
会

出
場

梅
田　
竜
太
（
粟
田
四
丁
目
）

第
45
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会　

出
場

臼
井　
友
綺
（
本
町
一
丁
目
）

第
45
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会　

出
場

八
田　
雄
基
（
押
野
五
丁
目
）

第
45
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会　

出
場

西
尾　
策
真
（
押
野
七
丁
目
）

第
45
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会　

出
場

田
中　
聡
一
郎
（
若
松
町
）

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通

信
制
体
育
大
会
（
柔
道
）
出
場

島
田　
愛
海
（
矢
作
一
丁
目
）

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通

信
制
体
育
大
会（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

出
場

仲
谷　
礼
菜
（
本
町
六
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
27
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
４　
出
場

大
倉　
颯
太
（
押
野
五
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
27
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
４　
出
場

橋
本　
一
輝
（
粟
田
一
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
27
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
４　
出
場

北
方　
祐
也
（
押
野
三
丁
目
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
27
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
４　
出
場

辻
本　
真
都
（
位
川
）

「
東
日
本
大
震
災
」
被
災
地
復
興
支
援

第
27
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
４　
出
場

池
田　
広
喜
（
御
経
塚
一
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
３

北
九
州
大
会　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技　
出
場

太
田　
健
伸
（
白
山
町
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
３

北
九
州
大
会　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技　
出
場

押
田　
克
夫
（
押
野
五
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
３

北
九
州
大
会　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技　
出
場

髙
野　
裕
一
（
太
平
寺
一
丁
目
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
３

北
九
州
大
会　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技　
出
場

山
本　
重
雄
（
新
庄
四
丁
目
）

第
66
回
石
川
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会

ゴ
ル
フ
競
技　
壮
年
個
人
の
部　
優
勝

金
沢
工
業
高
等
専
門
学
校

第
49
回
北
陸
地
区
高
等
専
門
学
校
体
育

大
会　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル　
優
勝

野
々
市
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会　
男
女

第
66
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　
一
般
の
部

男
女　
壮
年
の
部　
男
子　
　
優
勝

野
々
市
市
山
岳
協
会　
女
子

第
66
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
山
岳
競
技　
壮
年
の
部　
女
子　

優
勝

野
々
市
市
ゴ
ル
フ
協
会　
男
子

第
66
回
石
川
県
民
体
育
大
会　
夏
季
大

会　
ゴ
ル
フ
競
技　
壮
年
の
部　
男
子

優
勝

漆原　伸秀　氏（粟田２）
県警刑事部長などを歴任し、県内の
治安維持に尽力される。

中尾　数雄　氏（二日市町）
陸上自衛官として、国の平和と独立
を守ることに尽力される。

小坂　忠孝　氏（徳用町）
県警察警部などを歴任し、県内の治
安維持に尽力される。

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

西谷　隆　氏（本町６）
県内の高校長などを務め、教育発展
に尽力される。

瑞
宝
双
光
章
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市 の 財 政 事 情
一般会計歳出決算額  160億2105万8千円 一般会計歳入決算額  165億3104万7千円

特別会計
会計名 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 45億3907万８千円 44億8867万５千円
後期高齢者医療   ３億8364万９千円   ３億8246万９千円
介 護 保 険 22億7758万４千円 22億7360万４千円
下 水 道 事 業 18億5569万　　円 18億3400万６千円

企業会計
水道事業会計 収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 入 ７億5847万９千円
収 益 的 支 出 ７億    26万２千円
資 本 的 収 入 ２億5834万４千円
資 本 的 支 出 ５億5774万４千円

（注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額２億9940万円は、過年度
分損益勘定留保資金１億7200万円、当年度分損益勘定留保資金１億596万６千
円、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額2143万４千円で補塡

※決算額には、前年度からの繰越額10億2557万6千円を含む

市税 72 億 1584万 3千円（43.7％）

国庫支出金 25 億 2817万 1千円（15.3％）

市債 20 億 5211万 9千円（12.4％）

地方交付税 17 億 8655万 5千円（10.8％）

県支出金     10 億 9750万 3千円（6.6％）

分担金及び負担金   5 億 1496 万 2千円（3.1％）

地方消費税交付金   5 億     60 万 3千円（3.0％）

繰越金          2 億 3336 万 5千円（1.4％）

その他         6 億   192 万 6千円（3.7％）

民生費 65 億 4654万 4千円（40.9％）

教育費 21 億 9401万 4千円（13.7％）

公債費 17 億  408 万 3千円（10.6％）

土木費 16 億 7508万 5千円（10.4％）

総務費 13 億 7335万 5千円（8.6％）

消防費 10 億 5214万 4千円（6.6％）

衛生費 10 億 2982万 1千円（6.4％）

その他   ４億 4601万 2千円（2.8％）

◆その他の内訳◆
議会費	 	 1億6927万8千円
商工費	 	 1億6140万6千円
農林水産業費	 	 9085万4千円
労働費	 	 2447万4千円

◆その他の内訳◆
諸収入	 	 2億  861万5千円
地方譲与税	 	 1億3668万7千円
使用料および手数料	 	 　　8685万5千円
利子割等交付金	 	 　　8182万6千円
自動車取得税交付金	 	 　　4622万9千円
財産収入	 	 　　2858万1千円
交通安全対策特別交付金	 	 　　1040万     円
寄附金	 	 　　　273万3千円

平成25年度 決算
問い合わせ
財政課　☎227－6031

ラスパイレス指数
平成20年度 平成25年度 平成25年度※参考値

野々市市 94.9 103.2 95.3 
全国市平均 98.3 106.6 98.5 
類似団体 95.2 104.6 96.6 
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数

※類似団体とは、人口および産業構造が似通った他の
市町村

※「参考値」は、国家公務員の時限的な（2年間）給与
改定特例法による措置が無いとした場合の値

職員の平均年齢,平均給料月額,平均給与月額
（平成26年4月1日現在）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 40.8 歳 30万5900 円 35万7700 円
技能労務職 43.1 歳 23万4600 円 24万3900 円

職員給与費（平成25年度普通会計決算）
職員数（Ａ） 282 人
給与費（Ｂ） 14億8777万1千円

給料 9億8417万4千円
職員手当 1億5634万6千円

期末・勤勉手当 3億4725万1千円
一人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 527万6千円

期末・勤勉手当（平成25年度）
■平均支給額122万円

支給割合
期末手当 2.60月分(1.45月分)
勤勉手当 1.35月分(0.65月分)

※（　）内は、再任用職員にかかる支給割合
※支給割合は、国と同じ

退職手当の支給割合（平成26年4月1日現在）
年数 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.62 月分 27.025月分
勤続25年 30.82 月分   36.57月分
勤続35年 　43.7月分   52.44月分

※支給割合は、国と同じ

特殊勤務手当（平成25年度）
支給実績 12万円

支給職員一人当たり平均支給年額 2678円
職員全体に占める手当支給職員の割合 15.0%

手当の種類（手当数） 9種類

問い合わせ　秘書課（☎227－6022）

一般会計支出済額合計  72億2323万5千円 一般会計収入済額合計  74億9379万3千円

特別会計
会計名 現計予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険 43億7700万     円 16億8185万８千円 19億6591万２千円

後期高齢者医療 ３億9300万      円 １億5103万      円 １億3350万１千円

介 護 保 険  25億1921万１千円 ９億5411万７千円 ９億5665万３千円

下水道事業  19億6700万      円 ３億  881万９千円 ７億6345万      円

企業会計
水道事業会計 現計予算額 調定済額 支出発生額

収益的収入 ８億8200万      円 ３億9601万９千円

収益的支出 ７億5300万      円 １億6061万９千円

資本的収入 ２億1900万      円 4581万１千円

資本的支出 ５億1000万      円 6084万２千円

179億3691万５千円
目的別区分 現　在　高

総　務　債 91億  844万３千円

教　育　債 34億5593万８千円

土　木　債 29億8357万３千円

消　防　債 ９億7560万５千円

民　生　債 ７億3085万１千円

公営住宅債 ４億6520万　　円

農林水産業債 ２億  285万３千円

衛　生　債 1445万２千円

※現計予算額には、前年度からの繰越額10億5745万円を含む

現計予算額 ％は予算額の構成比

市　　　税 69億  1587万   　円
43億  2680万 8千円

国庫支出金 30億  4014万      円
10億     604万 7千円

市　　　債 27億  5544万 7千円
0千円

地方交付税 16億  7962万   　円
11億  5455万 8千円

県 支 出 金 13億  5233万 6千円
2億  3933万 8千円

繰　入　金 7億  6770万 7千円
0千円

地方消費税交付金 5億  3500万　  　円
3億  3445万 5千円

そ　の　他 11億  1290万 6千円
4億  3258万 7千円

収 入済額

38.1%

16.7%

15.2%

9.3%

7.5%

4.2%

2.9%

6.1%

現計予算額％は予算額の構成比

40.4% 民　生　費73億  4371万 3千円
25億  9463万 2千円

14.6% 土　木　費26億  5105万 8千円
7億  1689万 3千円

13.4% 教　育　費24億  2741万 9千円
13億  5383万 9千円

9.8% 公　債　費17億  8932万 1千円
8億  3770万 7千円

7.5% 総　務　費13億  6726万   　円
5億  2756万 9千円

6.1% 衛　生　費11億      78万 9千円
5億  1009万 6千円

5.9% 消　防　費10億  6326万 5千円
4億  8052万 6千円

2.3% そ　の　他4億  1620万 1千円
2億    197万 3千円

支 出済額

軽自動車税
1749円
（1740円）

都市計画税
6289円
（6514円）

市たばこ税
1万140円
（1万836円）

市民税
5万7910円
（6万1935円）

固定資産税
5万9467円

（6万1753円）

市税　69億1587万円（72億1584万3千円）
市民一人当たり　　13万5555円（14万2778円）
　※（　　）内は平成25年度決算額
　
 平成26年9月末人口　5万1019人
（平成26年3月末人口　5万  539人）

◆その他の内訳◆	 現計予算額	 支出済額
議会費	 1億7410万9千円	 9234万1千円
商工費	 1億3273万3千円	 7246万5千円
農林水産業費	 7379万6千円	 2071万4千円
労働費	 2556万     円	 1645万3千円
予備費	 1000万 　円	 0円
災害復旧費	 2千円	 0円
諸支出金	 1千円	 0円

◆その他の内訳◆	 現計予算額	 収入済額
分担金および負担金	 5億1143万3千円	 2億5831万4千円
繰越金	 1億6687万7千円	 0円
諸収入	 1億5847万1千円	 5551万7千円
地方譲与税	 1億2600万     円	 3548万3千円
使用料および手数料	 7879万     円	 5096万3千円
利子割等交付金	 3100万     円	 1393万8千円
自動車取得税交付金	 2200万     円	 663万2千円
交通安全対策特別交付金	 1050万     円	 463万1千円
財産収入	 783万3千円	 588万     円
寄附金	 2千円	 122万9千円

平成26年度 上半期予算執行状況（9月末現在）

市債現在高（平成26年9月末現在） 市民一人当たりの市税負担（現計予算）

一般会計現計予算181億5902万6千円

職員給与などの状況

人件費（平成25年度普通会計決算）
住民基本台帳人口

（平成26年3月末現在） 5万539人

歳出額（A） 159億9737万1千円
人件費（B） 21億5282万9千円

人件費割合（B/A） 13.5%
※人件費には、特別職の給与・報酬を含みます
※決算統計の数値のため、市決算額とは異なる場合があります

部門別職員数（各年4月1日現在）
平成25年度 平成26年度

一般行政部門 238 人 240 人
特別行政部門（教育委員会） 47 人 48 人
公営企業等特別会計部門 35 人 35 人

合計 320 人 323 人
※職員数は、一般職に属する正規職員の数であり、
休職者および派遣職員（定数外）を含みます
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広報写真アルバム
2次元バーコード

愛と和でふれあう
ののいちマナビィフェスタ2014

学習と文化の祭典

市　長　賞	 下林、本町 5丁目
市　議　長　賞	 粟田 4丁目　稲荷町
市教育長賞	 菅原町　新庄 5、6丁目
中央公民館長賞	 太平寺 2丁目、太平寺 1丁目
ロータリークラブ会長賞　粟田 1丁目、本町 6丁目
北國新聞社長賞	 御経塚、藤平田
市子連会長賞	 上林、野代

第 30回　子ども壁新聞コンクール 第4回　市菊花展（敬称略）

市　長　賞	 「七本立の部」優等	 中川　　修
市議会議長賞	 「三本立の部」優等	 山原　伸子
市商工会会長賞	 「ダルマの部」優等	 山原　伸子
市文化協会会長賞	「ドームの部」優等	 山原　伸子
北國新聞社長賞	 「バラエティーの部」優等	 中村　昭一

子どもフェスティバル
（アロマキャンドル作り） 音楽祭

芸能民謡祭

のっティいなりずし販売

劇団 nono

民話の語り

レッツすこやか体験

行政相談・消費生活相談コーナー

　
10
月
25
日
㈯
～
11
月
15
日
㈯
に
か
け

て
、
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
、
中
央
公
民

館
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
、
郷
土

資
料
館
を
会
場
に
学
習
と
文
化
の
祭

典
「
の
の
い
ち
マ
ナ
ビ
ィ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
吹
奏
楽
、
合
唱
な
ど
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
た
「
音
楽
祭
」
や
舞

踊
、
詩
吟
、
太
鼓
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
た
「
芸
能
民
謡
祭
」、

自
分
の
思
い
を
形
に
乗
せ
た
作
品
展
示

な
ど
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
、
１
０
３
団
体
延
べ
１
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見

た
り
心
癒
さ
れ
る
歌
声
や
作
品
を
聞
い

て
見
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
触
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
ら
が
夏

休
み
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
だ
壁
新
聞
の
展

示
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
な
ど
子
ど
も
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
遊
ん
で
楽
し

み
、
文
化
の
秋
を
満
喫

し
た
ま
つ
り
と
な
り
ま

し
た
。
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助けられ上手になろう！
　市の高齢者人口は平成 26 年９月末で 8,813 人、高齢化率は
17.43％と、年々増加しています。さらに、高齢者一人暮らしや高
齢者のみ世帯も年々増加しています。
　このような中で心配なことの一つに「孤独死」があります。
　内閣府が調べたアンケート結果では、一人暮らしの３割を超える
人が「孤独死を身近な問題と感じる」と答えています。

　そこで「市民一人一人が助けられ上手になる」ことが大切になります。
　地域住民同士の助け合いの力を強くするためには、まず支え合いの基本である自助の意識を
高めることが必要です。

 「助けて欲しい」と言われて断る人
は少ないでしょう。「助けて欲しい」
と言われないと、周りの人はどうし
ていいか分かりません。左の項目が
多くなるように、まずは自分自身の
意識を変えていくことが大切です。
それが孤独死の防止にも、大きな役
割をはたすでしょう。

※住民流福祉総合研究所資料
「ご近所パワーで助け合い起こし」より抜粋

＜やってみよう！＞

あなたの「助けられ上手」度は？
以下の項目で「はい」と言えるものがいくつありますか？
（１）	� 自分に向けられた善意は素直に受け入れる
（２）	� 助けられたら「すみません」ではなく「ありがとう」

と言う
（３）	自宅に他人を入れることに抵抗がない
（４）	� 「私は認知症」「息子が精神障害」などと周りの人に言

える
（５）	さびしい時は「さびしい！」と声を上げられる
（６）	気軽に「助けて！」と言える相手を見つけてある
（７）	頼りになる世話焼きさんをつかまえてある
（８）	今の内にたくさん人に尽くしておこうと思っている
（９）	助け合いを目的としたグループに加入している
（10）	�所属している趣味グループや老人会で助け合いをしか

けている

 孤独死って男性が
多いって聞いたこと
あるな～。

左の項目で「はい」が多いと
「助けられ上手さん」だな！

引用：内閣府のホームページより

孤独死※を身近な問題と感じる者の割合

資料：内閣府「高齢者の地域におけるライフスタイルに関する調査」（平成 21年）
（注）対象は、全国 60歳以上の男女
※本調査における「孤独死」の定義は「誰にも看取られることなくなくなったあとに発見される死」。

0 20 40 60 80 100
（％）

それ以外（1,843）

夫婦二人世帯（1,222）

単身世帯（419）

総数（3,484） 16.6

31.3

16.2

13.5 23.4 37.8 23.7 1.6
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33.4 24.6 9.8 1.0

26.3 36.1 19.7 1.4

非常に感じる まあまあ感じる あまり感じない まったく感じない わからない

７月 19日の任期満了に伴い
　　　　　農業委員が改選されました。

農業委員会だより
問い合わせ　市農業委員会事務局（産業振興課）☎２２７－６０８１、ＦＡＸ２２７－６２５３

●
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
会
長
に
就
任
さ
れ
て
、
あ
い
さ
つ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
農
業
委
員
会
会
長

に
就
任
し
た
責
任
は
大
変
重
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
市
の
農
業
の
た
め

に
尽
力
致
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

―
農
業
委
員
会
の
役
割
と
、
活
動
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
の
役
割
は
優
良
農
地

の
確
保
と
有
効
利
用
の
促
進
、
担
い

手
の
育
成
な
ど
で
す
。
ま
た
、
農
業

委
員
会
で
は
毎
月
、
定
例
総
会
や
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
農
地

の
活
性
化
・
有
効
利
用
を
図
り
、
農

地
の
無
断
転
用
を
発
見
・
防
止
す
る

た
め
に
農
地
の
確
認
や
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
地
立
ち
入
り
も
行
い

ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
ご
協
力
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

農業委員会会長
徳野　三知應

　
農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

届
出
受
付　
随
時

許
可
申
請
締
切　

　
　
　
毎
月
10
日
ま
で

定
例
総
会　

　
　
　
毎
月
25
日
ご
ろ

※�
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
の
場
合

は
翌
開
庁
日
に
開
催
。
ま
た
、

12
月
は
15
日
前
後
に
開
催

　農業者の老後の生活の安定と、福祉の向上を図る
とともに、農業者の確保に資することを目的とし、
自ら積み立てた保険料とその運用実績により将来
受け取る年金額が決まる「積立方式（確定拠出型）」
を導入して制度の安定を図って運営しています。
・加入は任意、脱退も自由
・加入期間にかかわらず将来年金として支給
・�保険額は、月々20,000円～67,000円、千円単
位で加入者が自由に決定（額は毎月変更可）
・�受給する際には、農業者老齢年金として、支払っ
た保険料分とその運用益を基礎として、65歳か
ら生涯受け取ることが出来ます。

農業者年金制度

―
市
の
農
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

　
市
で
は
商
業
施
設
や
住
宅
が
増
え
、
都

市
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
認
定
農
業

者
を
は
じ
め
と
す
る
「
農
業
の
担
い
手
」

で
あ
る
方
々
を
中
心
に
、
水
稲
や
露
地
野

菜
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

特
産
品
の
開
発
や
、
農
業
の
六
次
産
業
化

に
も
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

―
最
後
に
、
一
言

　
市
の
農
業
を
支
え
る
農
家
の
皆
様
に
は

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
市
の

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
よ
い
も
の

と
な
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

議席 氏　名 住　所 担当地区
会長 徳野三知應 本町四丁目 本町三丁目～六丁目、

若松町、横宮町、白山町
職務
代理

北川　康一 下林四丁目 太平寺、位川、藤平、
藤平田、下林

3 川畑　良一 末松二丁目 末松、清金
4 北川　清春 柳町 三日市町、二日市町、

長池、徳用町、郷町、柳町
5 中藪　俊博 押野一丁目 押野、押越
6 西　　忠恭 中林二丁目 中林
7 西村　信夫 新庄三丁目 新庄
8 野口　敏彦 本町一丁目 本町一丁目、本町二丁目、

高橋町、扇が丘、住吉町、
菅原町

9 藤井　　繁 粟田二丁目 矢作、三納、粟田
10 佛田　利弘 上林二丁目 上林
11 南　　勝一 野代二丁目 野代、御経塚
12 柳田　正久 田尻町 稲荷、堀内、田尻、

蓮花寺町

（任期：平成26年7月20日～平成29年7月19日の3年間）

※�仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金
が遺族に支給されます。

加入資格
①20歳以上60歳未満
②国民年金の第１号被保険者
③年間60日以上農業に従事する者
※�農地を所有していない「配偶者」や「後継者」も
加入できます

⑧地域
の底力シリーズ

〈問い合わせ〉
地域包括支援センター
（市役所１階）
☎227−6067
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豊富な経験をもとに社葬から小規模葬、

家族葬まであらゆるご葬儀に対応します。

野々市市矢作２丁目111番地  電話(076)294-4141

フューネラルホール

野々市

ＪＡ指定ホール

フューネラル倶楽部
会員募集中

『もしも』の時の安心と信頼

広
告
欄

　平成 23 年４月に移転新築し、新たに３～５歳の保
育も開始して３年半が経ちました。定員も 60 人から
160人へ。園庭には開園当時、滑り台を中心とした複
合遊具と園舎建設で出た残土を積み上げた簡単な築
山だけでした。ただ、子どもたちは知恵を働かせて石
を積み上げる競争をしたり、滑り台の下の狭い場所に
集まって、秘密基地を作ったり、と楽しく遊んでいまし
た。
　２年目には保護者会から園庭に芝生をプレゼントし
てもらい、ボール蹴りやバトミントンといった遊びがは
やりました。また園では、築山の大きな石、尖った石
を取り除き、粘度の高い土に入れ替えたことで、子ど

もたちは、上り下りで膝小僧を擦りむく事も少なくなり
ました。
　３年目には築山に２つ目の「こぶ」を作り、山の高
さに変化をつけ、２歳児からでも登れるように工夫す
ると、年上の園児が年下の園児が築山に登るのを手を
引いて助けてあげる姿も見られるようになりました。
　そして今年春には、築山に３つ目の「こぶ」を作り、
秋には園庭の中心に直径３メートルの砂場を新設しま
した。砂場では年齢関係なく、共同で大きな山を作っ
たり、深い穴を掘って遊んでいます。
　来年夏にはここで泥遊びも始まるかもしれません
ね。今から楽しみです。

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

Dreamsぼくの夢、わたしの夢
11 月に DV の根絶を目指して行われた○○リボンキャン
ペーン。○○に入る言葉は？
A　ホワイト　　　B　ブルー
C　パープル　　　D　イエロー

第
２
問

11 月に市初の認知症カフェがオープンしたが、それは市
内のどの地域にある？
Ａ　本町　　Ｂ　粟田　　Ｃ　柳町　　Ｄ  押野　

新庄にある菅原神社の末社には木札が納められているが、
そこにはなんと書かれているか？
A　火神　　B　水神　　C 地神　　D 風神

発
明
家
に
な
り
た
い

松
本 

幸
橙
く
ん   

菅
原
小
学
校
１
年
生

建
築
士
に
な
り
た
い

谷
口 

　
幸
さ
ん   

館
野
小
学
校
５
年
生

「いま和光の園庭では」
和光第二保育園

45 18

かがやく瞳

Topicsトピックス

Book Review
おすすめの本

図書館お役立ち情報：富奥防災コミュニティセンターの図書コーナーで、月刊雑誌 12 種の貸し出しを始めました。

● 子ども向け ● 大人向け

迷子になった動物の赤ちゃんたちは、み
んなお母さんに会えて、ひと安心。動物
の鳴き声が、親子で微妙に違うところが
おもしろい。

おかあさん　どーこ？
わかやま しずこ／さく
童心社

健康のために、思いっきり笑おう。お馴染
み、御供田一座の爆笑の舞台が本になった。
なるほど！と、納得の生活の知恵も。文字
が大きく、読みやすいのが嬉しい。

笑って長生き婆ちゃんコント
御供田 幸子／監修
北國新聞社

● 今月の展示図書
『忍者』をテーマに、図書や絵本を
集め、展示します。展示期間中は貸
出できませんので、予約をお願いし
ます。

● 今月のおはなし会
と　き：12 月 13 日㈯、27 日㈯
	 午前 11 時から
場　所：図書館１階　
	 児童図書コーナー

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加できます。

野々市市立図書館	 〒 921-8815　野々市市本町 2 丁目 14 番 6 号 
		  ☎ 248-8099
		  開館時間　10： 00 〜 19： 00（土日は 17： 00 まで）
		  休館日　毎週月・祝日

まちづくり基本条例案を
12月議会に上程

　市は、まちづくり基本条例案を 12月議会に
上程します。今後、議会で可決次第、みんな
が幸せを実感できる市を目指す条例を、来年
４月１日から施行していきます。
　条例案は、前文と第１～６章で構成され、
市民、議会および行政が協働でまちづくりを
進めていくための仕組みや、それぞれの役割
と責務などが盛り込まれています。
　これまで、市では市政課題の「市民協働の
まちづくり」を実現するため、昨年 11月に公
募による委員 16人とアドバイザー、ファシリ
テーター各１人の計 18人のまちづくり基本条
例策定委員会を発足。計 19 回の会議を重ね、
自主的な活動を支援していく仕組みとルール
づくりの必要性を考え、基本条例の素案の策
定に取り組んできました。
　９月 22日㈪には、藤田雅顯会長が粟市長に条例案の答申書を手渡し、その後、パブリックコメントの手
続きなどを経て、現在の条例案に至ります。

条例案の答申案を手渡す藤田会長（９月22日）

広告募集中
１　枠：5.6㎝×5.6㎝
掲 載 料 ：月額２万円（税込）
※６カ月連続掲載で10万円

（１カ月無料）
入稿方法：完成原稿
問い合わせ
市民協働課（☎227−6056）
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万が一の災害に備えて
災害時における支援協力に関す
る協定締結式
　11 月 14 日㈮イオンタウン㈱および
マックスバリュ北陸㈱と災害時における
支援協力に関する協力協定が締結されま
した。
　これは、大規模災害が発生した場合に、
イオンタウン野々市店およびマックスバ
リュ野々市店を一時的な避難場所とする
もので、また水道水、トイレ、食料や生
活物資についても提供を受け、災害時の
物資の不足にも備えるものです。
　粟市長は「市民の安全安心につながる
心強い協定を結ぶことが出来た」と話し
ました。

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227−6056）

市の民間企業・団体との災害協定締結数は25団体となりました。

適正な食事量、知っていますか？
のっティ食堂
　11 月７日㈮、保健センターでのっティ食堂が開かれ、
参加者 17 人が食について学びました。食生活改善推進
員主催のもと、今回は「塩分を摂りすぎるとどうなる？」

「１日何をどのくらい食べたらいいの？」をテーマに講
義を受けました。
　講師の林典子さんは「身体を大事に使うため、塩分
の摂りすぎに気をつけましょう」と話しました。
　講義後には適正な量の食事を実際に皆で食べ、参加
者たちは味わいながら学びを深めている様子でした。

防火意識の普及啓発を推進する
秋季火災予防運動（11 月 9 日～ 15 日）
　秋の火災予防運動に合わせて 11 月 9 日㈰、市消防
団員と野々市消防署員による防火パレードが行われ、
消防車両が市内を巡回し、火災予防を呼びかけました。
　野々市消防署前で行われた出発式で粟市長は「暖房
器具の使用が増える時期。注意を呼びかけ、5 万市民
の安全安心に努めて欲しい」とあいさつしました。
　その後、消防団第 1 ～ 4 分団は消火栓や防火水槽の
消防水利点検を実施し、第 5 分団はひとり暮らし高齢
者宅を消防署員と一緒に防火訪問しました。

一人で抱え込まず気軽に相談を！
認知症カフェ「イエローカフェ」の開設
　市では、認知症になっても安心して暮らせるまちづ
くりの一環として、認知症カフェの立ち上げ支援を実
施しています。11 月 9 日㈰に市初の認知症カフェ「イ
エローカフェ」が柳町のイエロガーデン金沢白山で開
設されました。
　認知症の利用者もスタッフとして働き、認知症の症
状の改善を図ると同時に、認知症の人や地域の人が気
軽に相談したり、集える場所となるよう運営されます。

配偶者からの暴力を許さない！
パープルリボンキャンペーン
　11 月を DV 防止推進月間として、県内で一斉に啓発
活動が実施されました。DV（ドメスティック・バイオ
レンス）とは、配偶者や恋人などから振るわれる暴力
を指します。
　市では市役所内にパープルリボンツリーを設置し、
来場者たちが DV 防止を訴えるメッセージカードの記
入・飾り付けをしました。カードには「１人で悩まず
相談しよう」「暴力やめよう」など、被害者に「ひとり
ではない」と勇気づける支援の声が寄せられました。

マーブリングと書道を楽しむ
ののいちアートワークショップ墨流しではがきを作ろう！
　ワークショップ「墨流しではがきを作ろう！」が 11
月９日㈰に開催され、市内小学生 12 人が参加、市美術
文化協会書部会の会員が講師を務めました。これは子
どもたちが美術に親しみ、豊かな感性を養うことを目
的に市美術文化協会と情報交流館カメリアが連携して
実施するもの。水面に絵具をたらし、息を吹きかける
と素敵なマーブリング模様に。そこへ用紙を乗せると
カラフルな葉書が完成しました。乾かした後は、「夢」、

「感謝」など好きな文字を毛筆で書いて仕上げました。

バランスを考慮して作られた昼食はとても美味しそうでした！

火災予防運動の一環として毎年行われています。 開店時間：毎月第２日曜日の午後２～４時　参加費200円

カードをツリーに結ぶ男女参画推進員の皆さん出来上がった作品は美術文化協会展に併せて展示しました。

図書館を身近に感じて欲しい
第 2 回市図書館を使った調べ学習コンクール表彰式
　11 月 8 日㈯、情報交流館カメリアで図書館を使っ
た調べ学習コンクールの表彰式が行われました。これ
は市内の小中学生が図書館資料をはじめ、さまざまな
情報を活用した調べ学習を通じて、自ら考え、判断し、
表現する力を育む目的で行われているものです。
　式では、受賞した作品 15 点が紹介された後、最優秀
賞の児童生徒らは工夫した点、受賞しての感想などを
述べました。今後、最優秀作品は全国コンクールの３
次審査に推薦されます。 応募総数220点中、最優秀賞２点、優秀賞５点、優良賞８点でした。
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いち
市内で活躍する人を紹介します。

編
集
後
記

野々市検定回答

　
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
は
趣
味

で
続
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
若
林
豊
さ
ん
。
若
林
さ
ん
は

仕
事
を
す
る
傍
ら
、“
華
押
翁
”

と
い
う
名
で
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

を
手
が
け
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
演
中
で
す
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
の
会
社
ク
オ
ラ
テ
ッ
ク

ス
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
“
カ

ラ
ー
ク
エ
ス
ト
２
０
１
４
”
で

は
２
作
品
が
、
第
２
位
と
第
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

謝
恩
会
用
に
作
成

　
５
年
ほ
ど
前
、
娘
の
保
育
園

の
謝
恩
会
が
あ
っ
て
、
そ
れ
用

に
作
成
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
そ
れ
ま
で
本
格
的
に
作
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
な
り
に
研
究
し
て
み
ん
な
を

喜
ば
せ
た
い
と
思
い
、
作
成
し

ま
し
た
。

自
分
自
身
で
研
究
を

　

よ
く
「
器
用
で
す
ね
」
と
声

を
か
け
て
も
ら
い
ま
す
。
た
だ
、

自
分
で
は
そ
う
い
う
風
に
思
っ

た
こ
と
が
な
く
て
…
。
気
合
で

作
っ
て
い
ま
す
。
い
い
物
を
作

る
コ
ツ
は
情
報
収
集
を
す
る
こ

と
。
私
は
ネ
ッ
ト
な
ど
で
作
り

た
い
も
の
を
じ
っ
と
見
て
、
自

分
の
頭
の
中
で
想
像
し
組
み
立

て
て
い
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

作
業
を
繰
り
返
し
行
っ
て
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
物
を
作
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

び
っ
く
り
さ
せ
た
い 

　

今
の
目
標
は
カ
ラ
ー
ク
エ
ス

ト
で
優
勝
す
る
こ
と
。
ほ
か
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
作
品

で
人
を
喜
ば
せ
た
り
、
び
っ
く

り
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

プロフィール
名前　わかばやし ゆたか
誕生日　2 月 28 日
出身地　金沢市
野々市に住んで 13 年
趣味　バルーンアート　
マジック　スヌーカー

若林 　豊さん
（押越２）

今月の
表紙
　市内の今年 10 月までの火災件数
は９件。これからの季節は暖房器具
の使用などが増えるため、火の取り
扱いには十分注意しなければいけま
せん。11 月９日㈰市内では、秋季火
災予防運動防火パレードの出発式が
行われ、集まった市消防団員と野々
市消防署員らは市民一人一人に火の
用心の気持ちを持ってもらう事を目
的に２班に分かれ、パトロールを行
いました。

●
の
の
い
ち
マ
ナ
ビ
ィ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
の
中
央
公
民
館

会
場
で
は
、「
の
っ
テ
ィ
い
な
り
ず
し
」
が
販
売
さ
れ
、
長

蛇
の
列
と
な
り
、
早
々
と
完
売
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
初
め

て
の
企
画
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
発
想
で
す
。
後
日
、
購
入

し
た
人
に
感
想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
た

と
の
こ
と
で
、「
の
っ
テ
ィ
か
わ
い
い
」、「
お
い
し
い
」、「
家

で
も
作
っ
て
み
た
い
」
な
ど
好
評
で
、
家
庭
の
楽
し
い
団
ら

ん
の
ひ
と
時
を
届
け
た
よ
う
で
す
。�

（
Ｙ
・
Ｋ
）

●
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
々
市
が
11
月
15
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
「
利
便
度
」
１
位
を
誇
る

市
の
勢
い
は
ま
だ
ま
だ
健
在
。
今
後
野
々
市
・
白
山
エ
リ
ア

に
は
大
型
商
業
施
設
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
予
定
だ
そ
う
で
、

ま
ち
の
活
気
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
ま
た
市
で
は
、

観
光
事
業
を
推
進
す
る
観
光
物
産
協
会
も
発
足
予
定
。
今
後

は
住
む
人
に
も
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
、
さ
ら
に
魅
力
的

な
市
に
な
っ
て
い
く
と
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
Ｃ
・
Ｎ
）

（問題は 14ページ）

【第 1 問】C　パープル
11 月を「いしかわパープルリボンキャンペーン」の期間と位
置づけ、県、市町、各種団体が協力し、一斉に啓発活動を実施
しました。

【第 2 問】Ｃ 柳町
柳町のイエロガーデン金沢白山で認知症カフェ「イエローカ
フェ」がオープン。毎月第 2 日曜日の午後 2 時～ 4 時、参加
費 200 円

【第 3 問】B　水神
末社には「水神」と書かれた木札とともに、石造の聖観音像と
木造の観音像が安置されています。

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz
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クオラテックス　カラークエスト2014
で第2位と第3位を受章
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子
の
名

親
の
名

住
　
所

氏
　
名

前
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所

住
　
所

た
か
さ
ご
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４
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下
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桑
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御
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里
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金
沢
市
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御
経
塚
３

佐
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聖
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御
経
塚
１�

石
間　
彰
子　
加
賀
市
）
御
経
塚
１

中
西　
　
隆　
金
沢
市	

袋　
　
麻
尾　
金
沢
市
）
御
経
塚
３

小
杉　
　
誠　
白
山
市	

佐
藤　
千
秋　
能
美
市
）
二
日
市
町

松
本　
峰
子	

太
平
寺
３	

74
歳

池
上　
孝
子	

菅
原
町	

79
歳

中
田　
豊
作	

本
町
１	

83
歳

中
村　
和
子	

矢
作
１	

87
歳

野
口　
和
子	

太
平
寺
３	

84
歳

吉
田　
外
子	

粟
田
４	

89
歳

菊
地　
健
治	

本
町
１	

82
歳

池
尻　
　
操	

三
日
市
町	

86
歳

髙
橋
ヨ
シ
子	

新
庄
２	

88
歳

小
坂　
　
操	

新
庄
５	

96
歳

木
田　
信
義	

新
庄
４	

78
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H26.10.16 ～ H26.11.14 受付分

■ 10月末現在の人口（　）は前月比
人　口	 51,037 人	 （＋ 18）
　男	 25,974 人	 （−１）
　女	 25,063 人	 （＋ 19）
世帯数	 22,322 世帯	 （＋ 14）

■ 10月中の人の動き
　転　入	 232 人
　転　出	 257 人
　出　生	 62 人
　死　亡	 19 人
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　菅原神社は新庄3丁目の集落（旧下新

庄）の東方150ｍ余りの場所にあります。

創建は1150（久
きゅう

安
あん

6）年以前と伝えられ、

1906（明治39）年に村の白山神社を合

祀しています。境内には、ケヤキとモミ

の大きな木があり、そのほか、スギ、ツ

バキ、イチョウなどによって神社の社林

が形成されています。

　境内の末社には「水神」と書かれた木

札や、石造の聖観音像と木造の観音像が

安置されており、神仏習合時代の様子を

伝えるものとして受け継がれています。

　地元に住む喜多林富雄さんに神社での

思い出を聞きました。

　「私が子どものころ、神社は大きな竹や

ぶに囲まれていて、よく近所の子どもら

で竹登りをして遊んでいました。区画整

理の時に全部伐採され、現在の神社の姿

になりましたが、あのころの姿を今でも

懐かしく思います」

下新庄（南部ルート㉖）

コミュニティバス「のっティ」に乗って、ぶらり市内探訪。

　新庄という地名は江戸時代の「正
しょう
保
ほう
郷
ごう
帳
ちょう
」に下新庄という名で見られます。

1955（昭和30）年、野々市町と富奥村の合併の際に上新庄と共に現在の新庄
となりました。（バス停「下新庄」から徒歩２分）

田んぼばかりだった神社周辺も
近くにお店やアパートがたくさ
ん建ち、だいぶ景色が変わりま
した。ただ、神社には大きなケ
ヤキの木が2本ありますが、遠
くから見ても目印になります
し、今でも変わらない景色に愛
着を感じますね。

喜多林富雄さん
案内人

菅原神社（新庄）

木札や仏像が安置されています。

バス停は「鶴来街道」
沿い

下
新
庄

のっティで巡る

ののいち探訪㉚


